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現在イスラエノレの農村には次の三つの形態のコミュニティが存在している。
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1. Kibbutz (Collective Vil1age) : 生産および分配のすべての面において共産的 (communal)な
農業を主とした共同体で，家族はコミュニティの単位ではなく，子供は生れるとすぐに子供だけの宿
舎に入り，両親とは離れて生活する。
2. Moshav Ovdim (Cooperative Smallholders' Village) : 個々の家族がコミュニティの単位
で，農地は個々の家族によって所有され耕作される。ただ分配の領域即ち収穫物の販売および必要物
資の購入lとは基本的に協同(cooperation)の原理が適用される。
3. Moshav Shitufi (Colective Smallholdeぉ， Village): Moshav Ovdimと同じくコミュニティの
単位は個々の家族である。しかし協同の原理は分配のみならず生産の面にも適用され，農場は集団的
(colective)に管理される。いわば Kibbutzと MoshavOvdimとの中間の形態である。
1954年iζはイスラエJレには Kibbutzが223，Moslzav Ovdimカ$259，Mosh胤 I Shitufiが25存在して
(JO) 
し、fこ。
乙乙では以上三つの形態のうちキブツをとりあっかう。 しかし各々のキプツは大体の乙とは一致し
ていても，夫々がもっ frameof reference にはもっとも急進的なものからもっとも穏建なものにい
たるまで，ひろい幅がある。現在イスラエルの全キプツは五つの連合休lζ別れて所属しているが，含
その各々の述会はある程度異った frameof reference をもっている。たとえば HakibbutzHaartzi 
はイデオロギー的に同質的かっ rigidであるのに対して， Haki・bbutzHameuchadはイデオロギー的
に異質的で，また flexibleである傾向がある。したがって一口にキブツといっても，各キブツの聞に
は種々な生活領波の面において，かなりの差異がある乙とを知らねばならない。
* Tauber ICよれば，キプツの連合体には次の5つがある。 Theunion of Kibbutzim， Hakibbutz Haartzi，H.kibblt: 
(JO) 
Ha，n即 chod，Hakibltz Hodoti， P.ωle Aglldot lSrae!. 
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との項ではまずとれらのキプツで一般的に行われていると考えられる子供の養護および教育の実際
を一つの典型として錨いてみよう。
INFAITS則自$E母親は病院で分娩する。数日後退院すると赤坊は直iζ InfantsHouseに入れられる。
乙のときからキプツ独特の collectiveな養育がはじまる。乙乙では訓練をうけた開'tapelet(nurseの
ととをいう)がふつう 3ないし4人の赤坊を受持つ。赤坊はζの母親がわりの metateletの世話で人
生の最初の一年間を Infants Houseですごす。母親は退院後6週間は仕事をしない。 乙の間，母親
は通常4時間おきに6回，赤坊に授乳をする。 6週間たつと母親は徐々に正規の仕事に復帰する。 し
かし母親は仕事時間中でも定められた時刻iζ授乳をつづける。乙の授乳の時閣は労働時間として計算
され，母親たちはふつう数人のグループを組んでいっしょに授乳する。母乳がでない場合はどうする
か?キプツの歴史のある時代には metapeletがすべての食物を与えたが，現在では大体，人工営養の
場合も母親が与える乙とになっている。 仕事が終ると親は赤坊を自分たちの部屋へつれてくる。年長
の同胞も集ってきて家族全員で団祭の時をすごす。両親は赤坊を抱き，いっしょに遊び，話しかけ，
年長の子供にもそうするようにすすめる。赤坊は遭ったり歩いたりするように encourageされ，家族
の人を見知り，名前を覚えるように教えζまれる。 一時間がくると両親は赤坊を InfantsHouseへつ
れてゆき，そこで metゆeletがねかしつける。しかし最初の6ヶ月聞は赤坊を親の部屋へつれてくる
乙とが許されていないキプツもある。その場合は夜一時間，親や同胞が赤妨を lnfantsHouse Iζ訪問
する。
授乳をのぞいた他の赤妨の身体的，精神的要求は meta抑制 によって世話されるが，授乳にはほと
んど一時間かかり，ふつう母親は授乳の前後iζ赤坊と遊んだり，おむつを変えたり，ベッドに寝かし
つけたりして，母子聞には個人的家族の場合とほとんど変らない親密な interactionの機会が存する
わけである。父殺は日中は仕事をしているので，ふつう赤坊と接触するのは仕事が終ってからの訪門
の時間だけである。しかし毎週の Sabbathやその他祝祭自には，両親は一日中，自由lζ赤坊といっ
しょにすごす。乳駿れは大体6ヶ月から8ヶ月の聞に行われるが，それは徐々になされ，乙の漸次的
な乳離れの過程において.feedingの役割は次第に metaρeletに移行される。 ζのようにして出生後
の第一年間は子供と母親とは親密な接触にあり，子供の養育は主として母親で metゆeletの役割は二
義的であるといえよう。
TDDDLERS HOI$E一般に生後一年たつと赤坊は立つζとができるようになる。 ζの頃子供は lnfants
Houseから ToddlersHouseへ移される。 ζ乙には3才の終りまでいるため，子供は若干年長の子供
といっしょになり，新しい metaρeletが4人から6人の子供のク勺レープを受持つ。 metaρeletは子供iζ
徐々にtoiJettrainingをほどζし，ひとりで食事ができるように訓練し，また他の仲間と仲良くする
ように教える。 ζ乙ではこのとろの年令の子供iζ相応して，ベッド，テープル，精子，洗面器その他
色々な道具がすべて小さく作つである。子供は乙乙でねるだけでなく食事もし，遊戯もする。したが
って乙こにはいくつかの寝室の他iζ，食堂兼遊戯室と浴室兼着換室がある。 また戸外lζは垣板で固ま
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れた遊び場があり， そこには遊び道具がおいてあって，子供はここで遊戯をしたり，散歩をしたりす
る。垣根で飼いがしであるのは，metll.ρe/etがつねに忙しくて，子供が農場へ迷い出る危険を防ぐ余
裕がないからである。
多くの場合，子供たちを世話する metaρeletたちは KindergartenIζ入るまでは変らないが，2年
呂と 3年自の間どろに，その中の一人の代りに，特別の訓練をうけた一人の nurseryteacher が入
ってくるのがふつうである。そうして彼女はとく に子供の社会的および知的な発展IL主たる関心をも
つ。
母子聞の授乳的結合は赤妨がまだ lnfantsHouse にいる聞に終るが，乙の後，子供にとっては親
の怒屋を訪問する乙とが家放的生活の焦点となる。そうして一般に子供が家族と共にすどす時間は，
子供が成長するにつれて徐々に延長される。 ζの時期になると子供は綴の部屋で夜2時間すごすよう
になる。乙の時聞に親は子供と遊び， 話し，散歩につれ出す。Sabbathや祝祭自には子供は散歩や外
出で一日中を家族の者と共にすどす。
子供は ToddlersHouse 1[.入る乙とによって，新しい metatelet，新しい仲間，新しい日常生活，
新しい規律というように，一つの新しい環境に適応しなければならない。 乙の変化はキプツの成員が
その人生において最初に経験する一つの重要な事件を意味している。
削NDERGARTEN 4才になると子供は KindergartenIL入る。そのとき子供は新しい建物iζ移り，従来
の小さいクソレープはお人から18人までの大きなグループに合併され，一人の教師を兼ねた新しい
metate/et がつく。乙の大きなグループができることは， キプツの子供の人生において重要な事件の
一つである。なぜなら乙のグループは12才にハイスクーJレに入るまで，一つの単位として存続するか
らである。乙のグループは kevutza とよばれ，それは永く続くばかりでなく ，その内部に近密、
な interactionが存在し，子供にとってもっとも重要な社会的グループである。
Kindergarten における子供の一日は，まず朝，同じ時刻lζいっしょに起きて，朝食の前lζ 自由な
遊びの時聞をもっ。朝食がすむと metateletの監督のもとに組織的なグループ活動が行われる。グル
ープ活動の内容としては，ゲームや，図面，ダンス，唱歌，工作などの稽古，童話をきく乙と，それに
ハイキングや家畜小屋の見学などがある。グループ活動が終るとおやつが与えられ，その後は昼食時
まで自由な遊びか，またはグループ活動がつづけられる。昼食後子供は約2時間昼寝をする。昼寝が
すむと子供たちは晴着iζ着換え，午後のおやつをとり，その後は夕食事まで自由な遊びまたはク勺レー
プ活動をする。自由な時間とグループ活動のそれとの時間的配合や後者の内容は，各年令グループの
欲求によって決定される。食事はもちろん皆いっしょで， 夕食がすむと子供たちは夫々の両親の部屋
へゆき，約2時聞を一家団祭の中lとすごし，就寝の時聞がくると両親が子供を Kindergartenへ送り
かえす。子供はねる前lζシャワーをあび，metateletが子供をベッドlζ入れて，消燈する前にお伽話
をしたり，歌をうたったりしてねかしつける。以上が Kindergartenにおける子供の典型的な一日で
ある。
乙の日常生活において性による区別はほとんどなされず，男児も女児も同じ部屋で就寝し，同じシ
ャワーを用い，同じ便所を用いる。 注目すべき乙とは，とのような mixedgroupがハイスクーJレを
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卒業するまでつづく乙とである九
ζのように子供は養護され， しつけがなされるばかりでなく ， 組織的なグループ活動を通じて団
体精神が養成され， 知的発展が促進される。 そうして ζのような社会的， 精神的な教育の責任は
metate/et Iζ存する。
GRAIIIIU SCHOOL 5才と6才の間ICKindergartenの子供は新しい建物lζ移り，小学校lζ上る準備が
なされる。 ζの準備期間iζ読み書きをふくむ最初のフォーマJレな教育が授けられる。
7才になると小学校に入り Children's Society のメンバーとなる。 Children'sSociety は7才か
ら12才までの子供をふくむ。小学校は大きな建物で，そζには寄宿舎と教室がある。 Kindergarten
において形成された kevutzaはそのまま持続され，それを受持つ教師，それに属する教室および寝室
がある。 しかし食事は全校の生徒がいっ しょにし，また課外の種々な活動にも kevutzaを超越して
多加する。乙のように子供は小学校に入ってはじめて自分と周年畿の仲間ばかりでなく，ずっと年長
の子供といっ しょになるわけである。小学校iζ入るまでには子供は子供自身の雑用をもっていない。
しかし小学校に入ると子供たちはかれら自身の小さな農場-をもつようになり， そ乙で毎日一時間働
く。 またかれらはベッドの用意，寝室や教室の掃除，食堂におけるテーブルの滋備，その他，学校の
東国や縫合での仕事にも責任をもつようになる。
Children's Societyは一週に一度，子供の生活における生々しい問題について議論するためmeeting
を行う。 それによってかれらはデモクラシーの最初のレッスンを学ぶ。乙乙に世論が生れはじめ，一
種の団体的な superegoが発展してく る。 フォーマルなあるいは脅かれた校則といったものは何も な
く，教育は進歩的で，project method ICよってなされ，研究のプロジェクトは生徒の自由な選択に
任される。 乙れによって教師は子供の個々の能力と興味を考慮に入れる ζ とができる。形式的な試験
もレポ トー も学級もなく，進級は全く自動的である。教師は生徒を姓ではなく名でよび，ζ れは高等
学校へいってからもつづけられる慣行である。乙のように学校における教育の方法，教室における子
供の行動，教師と生徒との関係などに諺透している特徴は informalというととである。
以上のように小学校においてはじめて正式な教育がはじめられ，Children's Societyとして年令iζ聞
きのある子供たちの聞に interactionが行われ，また社会的責任のある仕事が課せられるととにな
る。 ζの意味で小学校への進学は，キプツの子供にとって重要な一時期を函するものである。
HIGH SCHODL 12才どろに小学校の6年の課程を終了すると子供は高等学校に自動的に進学する。そ
うしてかれらは YouthSocietyのメンバーとなる。小学絞までは各年令グループの建物はキプツの中
の小さい地域に集っているが，高等学校は通常ζれらの子供の宿舎とは離れた所 lζ存在する。
Kindergarten以来存続していた kevldzaは高等学校へ入ると解体され，新しく他のキプツや都市から
来た子供をふくむ25人のグループに再編成される。また小学校までは metateletが母親がわり として
• lrvinelζよれば，寝室と浴場を別にするζとは.HakibbllU Harnellchadでは子供が要求した時IC考慮され，乙
の子供の婆求はふつう 9才から11才の聞に起るという乙とである。しかし Hakibbutz劫 a，.tれ では， ζのよ
うな要求は ∞mradshipの名のもとにつよく discourageされ， mixed groupが18才までつづくというζとで
(2) 
ある。
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重要な役割を果していたが，高等学校では寝室付女中とほとんど変らなくなり，しかも教師はすべて
男になる。子供の生活における signuicantper回nはもはや nurseでなく educatorである。乙の
educatorは新しい kevutzaすなわち教育ク勺レープの受持の教師であり，一般に卒業するまで同じグ
Jレー プを担当する。彼は担当グループの知的発展のみならず，その社会的，情緒的問題lζも責任をも
てコ。
高等学校で開始される一つの重要な変化は，かれらが自分たちの農場で働くばかりでなく，キプツ
の全般的な経済の中で働くということである。すなわちかれらは午後になると躍拐に出て割当てられ
た部門の仕事を大人のメ ンパーといっしょに，かれらの監杯の下で行うのである。その仕事のおl当は
一定期間をおいてJI買にかえられ， 生徒は高等学校を卒:).~するまでには， キ ブツ経済の全部門の仕事を
経験するようになっている。
高等学校の社会構造はすぐれて自治的で，一つの議会と租ー々な委員会をもち，カリ キュラムと医療
に関する事項を除いては，その行動内容はすべて生徒によって独自に決定される。課外活動は盛で，
バンド，オーケストラ，グリークラプ，スポーツ，各種の研究グループがある。またカリ キュラムは
技術的なものは少く，むしろ一般教義K重点がおかれ，それは人文科学，自然科学，芸術および語学の
各領域を含んでいる。また高等学校への進学とともに，かれらは YouthMovement of the Federa-
ion Iζ入る。かれらはζの全国的な運動のE規のメンパーとなる乙とによって， キブツのシオニスト
的，社会主義的イデオロギーの単なる学習から，さらにその実現へと献身するようになる。ζのよう
にしてかれらの関心は次第にグループ全体K集中され，私的な家族への関心はうすれて， 両親の部屋
を訪問することも徐々に少くなる。
高等学校の教育によって若い背年はキブツのメンパーとして十分な実質的資格を獲得する。しかし
高等学校卒業が背年をして自動的にキブツのメンパーたらしめるのではない。 キプツは一つの
voluntaryな communityであり，メンバーになるかならないかは本人の自由意志である。現在では
徴兵の関係から高等学校を卒業すると2ヶ年間箪隊に入り，その後でメンパーシップに関する意志を
決定する ζ とになっている。Spiroの調査したキプツではその全歴史において高等学校を卒業したも
(9) 
のはすべてキプツのメンバーとなっている。
以上記述された生後数日の乳児期から18才の青年期にいたるまでの養育および訓練を通じて顕著な
基本的特徴は，子供の教育が個々の親ではなく コミュニティ全体の責任である乙と，および，ζの仕
事のために特別に訓練されたコミュニティの成員が親lζ代って子供を集団的lζ教育する乙とのこつで
ある。乙のような基本的特徴をもっキプツの教育は一般にcollectiveeducationとして知られている。
collective educationの目標が，キプツ的な生活形態への早期からの条件づけと，コミュニティ が個人
や家族よりも重要であるという集団主義的理想の恒久化に貢献できるような世代を育て上げるととと
にあるζ とは，キブツの教育関係者や外部の観察者の大節分が一致した見解である。 しかしζのタイ
( 5 ) 
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プの教育を発展せしめた要因については，かれらの聞にも一致した見解はない。おそらく乙れはユダ
ヤ人のおかれた歴史的，社会的地位，初期の開拓条件，あるいはイデオロギー的要素など，種々な要
因の多様性iζ関係しているだろう九
と乙ろで前項のキプツ教育の記述は，従来の研究資料を基礎にして，一つの典型を揃いたもので，
すべてのキプツにおける教育に文字通りあてはまるものではない。前述したようにキプツにも種々な
タイプがあり，そのために子供の養育や訓練lζ対する態度も各キプツによって相異があるし，またそ
れは時代の変化にともなって多かれ少かれ修正をうけてきている"。乙れらの modificationsないし
innovationsは.feedingや toilettraining における方法や時間，母親や metaρ'e1etの役割，あるい
は子供と家族の接触の量や方法というような細い事項において起ってきているが，ζれらを通じて一
般的にいい得る乙とは，第ーにキプツの会歴史における最初のお年聞は子供の鍵康iζ対する関心が第
一義的で，そのため医学的，衛生的アプローチが一面的に偏重され，子供の情緒的発展iζ対する関心
が貧弱であったが，それ以後しだいに後者を重要視するように方針が変ってきているととである。だ
から現在では従来の rigidな feedingtimesや toilettrainingが flexibleIC改められているとと
に示されるどとく ，子供に対してあらゆる肉体的 punishmentや threatsを廃除し，また本能的衝動
の trainingにおいて repressiveな手段を回避するというのが一般的な傾向となっている。第二にあ
げらるべき重要な変化は，一年自における母子接触の機会の増大.feedingの機能における母親の役
割の増大によって，集団生活と家族生活の全ノイランスが若干，後者に有利に移行しつつあることであ
る。乙のもっとも顕著な例として子供が親の部屋を訪問するという事実があげられよう。キプツの初
期の時代には子供は現在のように親の部屋を訪れるζとはなかった。その代りに親たちが子供の宿舎
を訪れた。したがって子供の宿舎は子供にとっての唯一の生活の中心だった。しかしおそらく深い情
緒的な理由のために子供を親の部屋へつれてくる乙とが習慣となった。乙れははじめ informalにま
た guiltfeelingをもって行われたが，しだいに正当化されていった。現在では親は仕事を終ったら
なんらの shameを感ずるとともなく子供を自分たちの部屋へつれてくる乙とができ，そればかりか
むしろそうする乙とを encourageする傾向があるのである。
よく maternal deprivation という観点からキプツと施設の子供の類似が論ぜられる。 ζのような
観点にたつ人は，上述のような修正が伝統的家族への復帰による集団生活の否定の方向を示すものと
みるかもしれない。しかしζれは誤っている。なぜなら乙れらの修正はシステムを根本的lζ変える ζ
となく ，しかも親子の接触を増加させるという方向になされてきているからである。キブツ的教育の
- ∞J1ective educationという制度をもたらした要因として従来考えられてきたものを Rapaportは次のよう
IC概括している。 (1)女性の役割に関する考え方の変化 (2)東欧ユダヤの父親の家父長的権威に対する反
抗 (3)子供の養育をエキスパートに任せるべきだという合理主義的イデオロギー (4) 7"レジョア家族の
(7) 
制度を廃する一手段として考えるイデオロギー (5)女の労働を必要ならしめた図鑑な開拓条件。
・ キプツにおける子供の養育に変化を与えた要因として lrvineは (1)心理学者および精神分析学者の忠告
(2)アメリカから来た若い入植者 (3)キプツ ・〆 ンパーがうける子供養育法の雷l晦 (4) fru紺冨teされた母
(2) 
親感情 (5)j両親の欲求 (6)母親の経験をあげている。
( 6 ) 
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原理は，子供の基本的な養育と訓練は専門家の手によってなさるべきで，両親は権威の源泉たるより
はむしろ愛の対象たるべきであるという点に存している。したがって一般にキブツでは親が子供と時
聞を共にするときには，親は子供lζ対してきわめて許容的かつ友交的で. indulgenceの傾向さえみ
られるというのが，外部からの鍍察者の一致した見解である。 一般的にいってキプツの子供にとって
綬は.meta.ρeletが displinaryfi即時 であるのに対して.permissive figureである。しかし一方，
子供は子供の宿舎で常時 間tateletの世話をうける乙とによって，情緒的にも ζの母親がわりに結び
ついており， また同時lζ実の両親は子供にとって egogratificationと identifica tionのすぐれた源
泉である九
乙のようにキプツにおける親は，子供の生活にi期して，決して伝統的な家族における親よりも少い
役割を演じているとは考えられない。 collectiveeducationは習慣的な意味における seperationをな
んら含んではいない。おそらくキプツの条件は子供に対して seper.ationtraumaを与えるような種類
のものではないだろう。したがってキプツと施設とを単純に同一視する乙とは許されない"。キプツ
はむしろ child-centered な社会である。 キプツにおける教育システムは， 子供が出生時より「子供
の家」で生活し，しかも一方，両親との聞につよい情緒的な日常生活を維持するという点においてユ
ニークな存在なのである。
ところで我々にとってもっとも興味ある問題は，とのような条件の下に養育されたキプツの子供が
いかなる精神的発展を示すかということである。
キプツの子供のパーソナリ ティについての観察は今までに若干の人々によって企てられてきている
が，乙れらの人たちの報告は必ずしも完全な一致を示してはいない。とくにとの極の観察には，たと
えば児童のある問題行動がキプツiζ固有なものかどうかというような評価を伴うために，とかく観察
者自身のもつ無意識的な conf1ictから生ずる biasによって，客観性が阻害される傾向がつよい。乙
の麗の意味での biasIC関しては Eva Rosenfeld がかなり詳細な分桁を試みている。一般にいえる
ζ とは collectiveeducation Iζ批判的な人は，キプツの子供に観察される情緒的障害を過大視して，
乙れらをキプツ的教育に固有な病理的徴候とみなし，一方また colectiveeducation に従事する人，
またはそれに対して背定的な人は，それらの障害を過少評価して，キプツlζ固有なものよりはむしろ
一般的な偶発事とみなす傾向があるという乙とである。いまここで私は乙れまでの報告を判断して，
どの観察が正ししどの観察が正しくないかを決定しうる立場にはない。ただなしうるととは，従来
. identi自国出口 について， lrvineは次のように印象をのべている。 r他のいかなる社会よりも，キプツの子
供にとって親は ego-idealとして重要である。一方，教師は socialmoralityの代表者としてより重大であ
る」と。また彼女はキプツの子供にとって父親は一つの hero-figureであって，子供たちは父親の仕事の霊
(2) 
要性を自慢してあらそい，父の行動!c多大の関心をもっているζとを叙述している。
・Bowlby Iま次の如くいっている。 r里親f施設によって育てられる子供と，キプツの子供とを同ーのもの
(1) 
と考えてはならない。 …・・キプツでは，子供と親との悶lζ近密な関係、の機会が多く存している」と。
( 7 ) 
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の観察結果K共通している一般的な傾向を記述し，ζの問題を正しく把握する方向を指示するという
にとどまる。従来の諸報告Iζ対する正しい評価はもちろん将来の現地研究にまたねばならないだろ
つ。
工才から6才までの幼児期および潜伏期においてキプツの子供lとあらわれる性格特性や行動上の特
徴は，従来の研究の多くが集中している点である。 ζの場合乙れらの研究は観察者によって，意識的
にしろ，無意識にしろつねに伝統的家族の子供との比較においてなされているといってよい。と乙ろ
でとうした観察者たちの報告に共通してみられる点は，伝統的家族の子供に比較してキプツの子供が
行動ないし情緒における障害の時期をより多く経験するというととである。キプツの子供にあらわれ
るとのように negativeな特徴で従来強調されてきたものとしては，パーソナリティ のintegrityの阻
害，情緒的生活の貧困，強度な conflict，apatheticないしflatなパーソナリティ ，強度な rivalryおよ
び tention，攻恕的ないし反射的な行動，enuresis，種々の autoeroticな行動などがあげられる。乙れ
らの諸特徴のうち多くの報告に比較的に共通しているものは次の4つである。 enuresis，autoerotic 
activitiesとくに thumb-sucking，aggr邸 ionの actingout，および apathy_
さてそれでは何がζれらの行動や情緒における障害の顕現に責任があるのであろうか?，ζの点に
なると，各観察者の聞に一致した見解を見出すζ とは困難のようである。
とζろでこのことについてまづ第ーに別れる議論は，乙れらの障害がキプツlζ固有なものか，ある
いはヨリ一般的なものにすぎないかという問題である。厳密にいえば，ζれを明らかにするためには
キプツとノン ・キブツとの正しい比較がなされねばならないだろう。しかしとれについては， 従来の
報告の大部分は失敗しているといわねばならない。なぜならとれらの調査の多くが non-controlledだ
からである。ただ唯一の例外としては，キプツの子供とモシャプの子供とを比較した Rabinの研究
があげられるであろう。
種々な障害をキプツに固有のものと解する立場において，とくに強調されるキプツ的教育の性格は
三つあげられるであろうa それは maternaldeprivation， multiple emotional bond，および early
socializationである。
maternal deprivation IC関していえば，キプツの子供はしばしば施設の子供と同一視され， キプ
ツにおいて施設と共通にみられる enuresis，thumd-sucking， aggressiv田部 などの情緒的障害が，母
親からの分離による frustrationや anxietyIζ帰せられる。
キプツの 出迂託料.eemotional bondとは，子供が両親，同胞，metateletおよび年令グループの四
つの対象と同時に情・緒的関係を結ぶ乙とを意味する。乙の場合とくに両殺とmetaρeletとの聞にはし
ばしば tensionが存し，また両親の部屋の許容的雰囲気と，子供の宿舎における要求的雰囲気の聞
に，不断の情緒的転換が行われる。乙のような situationはパーソナリティの integrityや情緒的発
展を阻害して，apatheticなノマーソナリティの形成lζ責任があるとされる。
ear1y socializatonの妥当性に関しては，幼児期IC集団的iζ育てられる子供のグループにあらわれ
る過度の攻撃的かつ反社会的な行動が指鱗され，過早な集団生活による社会化の教育にその責任が帰
せられる。
( 8 ) 
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このような解釈は結局その根底にキブツ的な colectiveeducation IC対して批判的なあ る穏の
assumptionが前提とされているように思われる。 たとえば乙の立場では最初から，キプツの母子関
係が maternaldeprivationの性質をもっているとアプリオリに規定される。しかしmatemaldepri-
vationをキプツの母子関係、に適用するととが必ずしも妥当でないととはすでに述べた通りで ある。
したがって一般に乙の種の解釈には，キプツにおける子供の negativeな面だけを強調して positive
な面を意識的または無意識的に看過し，実証的というよりはむしろヨリ speculativeであり，したが
ってまた単純な simplificationや generaIization におちいるという傾向が見出されるように恩われ
る。
一方，乙うした前提から自由な立場では， ζれらの障害の原因に対する解釈はヨリ自由であり，ま
た現実的である。 Golanの叙述Kよれば.meta，ρelelは domesticな仕事で忙がしいために，乳援れ
以後の子供に対する世話は食べさせたり，身体を洗ったりする身体的欲求lζ対するものが主で，情
緒的欲求の万はおろそかにされがちである。したがって子供はとかく遊び囲いの中に放置される傾向
がある。このため子供は独りの時には autoeroticactivitiesをはじめ，仲間といっしょの時には
(1) 
mutual aggre鈴ionをはじめるという ζとである。他の報告は一般にキプツ文化が thumb-suckingや
bed-wetting IL関してきわめて許容的で，乙れらを discourage する習慣がない ζとを指摘してい
る。 また Irvine の論文には.Kindergarten以下の子供は身体的袈践が重くみられて，情緒的欲
求が軽視される傾向があるため，幼児は迩動の自由という欲求が十分にみたされず，そのためキプツ
の子供はヨリ刺激にとんだ環境の子供lζくらべて apatheticであるζと，また metaρeletが多忙で十
(2) 
分な監督ができないために aggr臨 ionを actoutする傾向がある乙とが報告されている。つまり彼女
によれば，キブツの子供の特徴である apathyはsecurityとstimulationの欠除に関係があり，また
aggressionは supervisionの不足に関係があるわけである。一般にグループの性格が metaρelctの
ノfーソナ リティと人生観によって支配され， したがってまた met0 te/etの交替によって子供lζ桓・々 な
徴候が現れたり消えたりする乙とが報告されているし，また設備の貧弱なととが子供の情緒的障害と
関係あることも指摘されている。
乙うした立場の観察においては，キプツの子供における symptomformationは，決してキプツlζ
固有なものではなく ー鮫的な性質のもので，それは metaρeletの言1絞や，子供の環境の改善という
(1) 
ような現実的な処置によって回避できると期待される乙とになる。
と乙で問題行動の解釈はさらにまた，いま一つ別の dimensionから総論が分れる。それはキブツ
の子供にみられる種々な徴伎を pathologicalsymptomsとみるか，あるいは collectiveeducation Iζ
対する代価として支払わねばならぬ developmentalcrisesとみるかの二つの立場である。乙れもま
たキプツ教育lζ対して positiveか negativeかという preoccupation によってかなり作用されるよう
に恩われる。したがって問題行動をキプツに固有のものとみる前述の立拐をもっ人たちの聞には， ζ 
れらを pathologicalsymptomsとアプリオリに決定する傾向がつよい。しかし一般にキプツの young
adultsのパーソナリティは高く評価されており，乙のととは幼児期にあらわれる種々な徴候を病理
( 9 ) 
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的なものとみる立場よりは，むしろこれらを collectiveeducation におけるパーソナリティ の発震に
必然的に附随する一時的危機とみなす後者の立場をヨリ有利にしていると考えられる。 Rapaportは
キプツのメンパーの幼年期と成人期の著しい対照を次のように述べている。 rtoddleお としてあのよ
うに悪い食習慣，あれだけの夜尿，指かじり，攻撃性，手淫，動揺性およびかんしゃくを示した子供
が，pubertyの時期までに，協力的で，自制的で，不屈で，責任感のある個人になるということは，
(7) 
観察者の意見が一致している」と。
ζのように幼児期iζ示された何らかの意味における egoの発展の遅滞が，成長するにつれてとり
戻され，むしろそれを完全K補う傾向がある乙とに関しては，Rabinのコントロールされた調査研究
が若干の証拠を提供している。彼は9ヶ月から17ヶ月までの赤坊と， 10才前後の小学校の児童とにつ
いて，数個のキプγおよびモシャフ.からサンプJレをとり， 生活歴や種々なスケーJレ， テストを通じて
多くのデータを収集しt~*。 彼はその結果，幼児期においてキプツの子供はモシャブの子供よりも
significantly IL ego developmentの遅滞を示しているが，10才前後の学童グループではキプツの子
供の方がそシャプの子供よりもパーソナリティ の maturityにおいて，また egoおよび種々な知的
要因においてすぐれた証拠を示していると結論している。また彼は家族的関係においても，キプツの
子供の方がモシャブの子供よりも，一般に家族に対してpositiveな態度を示し，さらにまた Oedipal
intensityが弱く， positive identificationがヨリ diffuseで， sibliing rivalryも弱いことを示すと
(3.‘.5.6) 
結論している。
Golan 1[.よれば，キプツで育ち，キプツの高等学校を卒業した何千という青年たちの聞には delin-
quencyや sexualperversionのケースが全然なく，ますこ neuroticな個人の比率も少いというととで
(1) 
ある。また従来の種々な報告を綜合すれば，キプツの青年は matureで，健全で，情緒的にも豊かで
f1at な傾向はなく ，また知的にも芸術的iζも広い範囲のタ イプを現してパーソナリティ の画一性は
認められず，さらに適応性にとみ，協力的で，かれらの共産的な生活環境K対して衿持と確信をもっ
ている乙とが示されている。何れにしてもキプツの青年の聞には深刻な情緒的障害が現れる乙とは稀
であるとされている。Irvineは幼児期lζ存する insecurityの徴候は潜伏期の聞に減退するのではな
いかと示唆しているが， ζの点lζ関する十分 verifiableなデータはまだ集められていなし、。しかしキ
ブツにおけるパーソナリティ の発展という会コンテキストの中において，幼児期にあらわれる種々な
徴候のもつ意味は重要である。 Rapaportはとれらの徴候の解釈において，pathologic号Icrisesと，
社会および養育方法に必然的に生ずる developmentalcrisesとは区別されねばならない乙とを強調
(1) 
している。しかし現在の私はζの2つのうち何れがキブツの教育に妥当するかを決定する立場にはな
い。その決定には組織的な研究を必要とするであろう。
以上の考察を通じて collectiveeducation IC関して評価しうるただ一つのととは，現在キプツにお
いて行われている教育方法は，たとい改善さるべき多く の余地を含んでいるにせよ，キプツ的生活様
式の存続lζ貢献しうる世代を養成するというキプツ本来の目的iζ関するかぎりは，成功しているとい
* 赤坊に対しては VinelandScale， Griffiths Scale を，小学校児童~(.対しては， Rorschach， Blacky test， 
Sentence Completi阻 testなどを適用している。
( 10 ) 
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う乙とであるヘ キプツで成長し，その教育を終了した者が， キブツのメンバーとなるととは本人の
自由意志であるにもかかわらず，ほとんどすべての者がキプツのメンパーとして残る という 事実は，
とれを証明するもっとも雄弁な証拠であろう。 (1笛0，1， 20) 
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SUMMARY 
1n the kibbutz a new born infant enters the Infant House when he returns with his 
mother from the hospita1. At that time collective education begins and continues until he 
graduates from high school at the age of eighteen. The training of a child's instinctual 
drives and the care of his physical and emotional needs are in the hands of the metatelet， 
a children's nurse. Nevertheless， children visit their parents' room every evening and it is 
* Colective ed祖伺tionが幼い子供にとってよいかどうかという質問について Winogradは次の如くいって
いる。「その答は明らかに人会;心の中にもっている goalsによって決定される。 もしその goalsが
(11) 
an integrated kibbutz興rsonの創造であるならば，解答は肯定的であるJと。
( 11 ) 
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repoI'ted that the parents treat their child with friendliness in its extreme sense. 1n 
general， the parents are permissive figures， whereas the meta，ρelet， the disciplinary figure. 
However， children show a strong emotional tie with the parent surrogate， and the parents 
themselves are the predominant sources of ego gratification and identification as well. 
Thus， the collective education is unique in that the children live in children's dQrmitories 
from birth on， while maintaining a strong emotional daily contact with their parents. 
Thereωems to be no fact of ~seperation from the mother，" or ~maternal deprivation，' in 
the sense that it exists in the children of "institution.' 
The educational system， of∞urse， shows 回 me differences in its details among 
kibbutzim， .and also it has undergone some modifications or innovations until now. It may 
safely be saidぬatmodifications have been made in the direction of treating a child in a 
warmer way by paying more attention to his emotional needs， and of making parent.child 
contact more open， as shown by the enlargement of the mother's role in the feeding 
function. But it must be added that modifications have been made without basically altering 
the system itself. 
Now， the most interesting and important tbing is tbe personality that is develo戸d
when the children are reared and educated in such a system. The study of開rsonality
development in the kibbutz has been attempted by several 伊 rsons，bu t there is no 
unanimous consensus in regard to the subject. Particularly， scientific objectivity is likely 
impaired by the bias which springs from an observer's preoccupation with the kibbutz 
itself. 
The personality and behaviors of kibbutz children during infancy and the latency 
period have been a focus of study among observers of kibbutz education. There s田 msto 
be agreement that kibbutz children show some delay in ego development and some 
behavioral or emotional disturbances during infancy. Many problematic symptoms have 
been reported by the observers. For instance， poor integrity of personality， p∞r emotional 
life， intense conflict， apathy， flat personality， aggressive or anti-social behaviors， enuresis， 
various kinds of autoerotic activities， and so on. Among them， those which are found 
commonly in many reports are the following four: enuresis， autoerotic activities (particularly 
thumb-sucking)， acting out of aggression， and apathy. 
What is responsible for the appearance of these symptoms among kibbutz children? It 
is difficult to find a consensus of opinion about this problem. It seems to me that there 
are， on theoretical basis， two抑制ble回 planations.One explanation is ba民dupon whether 
the problematic symptoms are inherent in collective education or not. To clarify this， 
there must be a strict comparison between kibbutz and non-kibbutz educational systems. 
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However， most of the studies have failed in this respect. because their research methods 
were not controlled. One exception is a study by A. 1. Rabin who sought to compare children 
in kibbutz with those in moshav ()IJdim. Those who regard the problematic symptoms as 
inherent in kibbutz education emphasize maternal deprivation， multiple emotional bond and 
early socialization as responsible for their appear釦 ce.Those who do not doωinterpret 
them more freely and realistically. They insist that al the difficulties and failures are not 
inherent in the e!謁entialprinciples of collective education， but are due to the realistic circum. 
stances under which it is being developed. Thus they expect that they may be avoided by 
realistic measures， such as the training of metaρelet or the improvement of arrangements in 
children's dormitories. The other explanation perta泊sto whether the problematic symptoms 
are pathological or are forms of developmental crises natural to collective education. ln 
general， observers seem to agree that the children who showed so much disturbances 
become well integrated individuals by the time they graduate from high school. This fact 
seems to be in favor of the latter standpoin t.
These explanations seem to be considerably influenced by whether an observer has a 
positive or negative feeling about kibbtz type of education. That is to say， he who has a 
negative feeling tends to regard the problematic symptoms as neurotic or pathological 
inherent in collective education， and he who has a positive or neutral feeling tends to view 
them as transient manifestations which disappear of their own accord at a later age， or as 
the natural price that the collective education exacts. 
1 am not in a position to decide which answer is right and whlch answer is wrong. The 
only thing that can be considered certain is that the collective education has been su間部ful
in attaining the kibbutz's aim of bringing up generations who can ∞ntribute to the 
perpetuation of its way of life. This is most eloquently shown by the tact that there are 
very few young adults who elect to leave kibbutz upon graduation from high school. 
(J anuary 20， 1部0)
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